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報告事項２

令和５年１月２５日

人権教育課いじめ問題等対策室

とくしま いじめ問題子どもサミットについて（報告）

１. テーマ 「コロナ禍の学校生活、私たちが感じた想い」

２. 概 要

（１）日 時 令和４年１２月２６日（月）午後１時半から午後４時まで

（２）開催方法 オンライン開催

（３）参 加 者 県内１８小・中学校（7 小学校･11 中学校）の「いじめ防止子ども委員会」
の児童生徒９７名

３．当日の活動内容

（１）各校の取組発表

「あいさつフラワーチャレンジ（池田小学校）」「ありがとうの花を送ろう（福島小学校）」

「エンパワー（人権）カルタづくり（穴吹中学校）」「いいことカード集め（富岡小学校）」

「人権啓発のＣＭ制作（吉野中学校）」「いじめ防止・人権宣言（福井中学校）」 など

（２）グループ協議

①コロナ禍の学校生活で変わったこと、変わらなかったこと

【変わったこと】 ＳＮＳでのやり取りが増加、相手の表情が分かりにくい

友達を作りにくい、学校全体のつながりが作れない

行事の中止、集会の方法 など

【変わらなかったこと】 あいさつやありがとうなどの会話、友人との関係、心の距離

相手を思いやる気持ち、人権意識 など

②いじめ防止に向けて、自分たちにできること

「あいさつ運動」や「いいこと集め」をして相手をよく知り、温かい関係をつくる。

一人一人の個性を認める。ＳＮＳ上ではよく考えてから発信する。言葉に責任をもつ。

ポスターや動画を作って呼びかける。 など

（３）メッセージ動画の作成

「コロナ禍の今、いじめ防止に向け、私たちが大切にしたいこと」をグループで話し合い、

メッセージ動画を作成

※参 考

県代表として、徳島市千松小学校（児童３名）が「全国いじめ問題子供サミット」に参加

〔令和５年１月２１日(土)文部科学省〕

４．今後の予定

（１）児童生徒による主体的ないじめ防止の取組の発信

① YouTube徳島県チャンネルでの配信（サミットの様子・メッセージ動画）
②啓発ポスターの作成・配付

③人権教育課ＨＰへの掲載

（２）令和５年度以降のサミット継続実施

①参加校のさらなる拡大（Ｒ３：１３校，Ｒ４：１８校）

②「とくしま子どもサミット宣言」（仮称）の策定・発信

～いじめ防止に向けて、何ができるか？～


